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●
目
次

日
本
語
版
に
よ
せ
て

は
じ
め
に
│
│
人
類
学
の
土
着
化
の
た
め
に

Ⅰ　

韓
国
人
類
学
の
議
論
の
基
盤

　

一　

議
論
の
範
囲

　

二　

私
の
理
解
す
る
人
類
学

Ⅱ　

植
民
地
支
配
と
韓
国
人
類
学

　

三　

韓
国
人
類
学
の
黎
明
│
│
近
代
性
と
近
代
化
の
混
在

　

四　

日
本
帝
国
の
植
民
地
統
治
と
人
類
学
的
知
識
の
動
員

　

五　

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
人
類
学
の
出
現

　

六　

朝
鮮
民
俗
学
会
の
統
合
力

　

七　

人
類
学
の
周
辺
で
活
動
し
た
学
者
た
ち    

Ⅲ　

人
類
学
の
専
門
化
に
お
け
る
短
い
復
興
期
│
│
解
放
と
戦
争
の
間

　

八　

国
立
民
族
博
物
館
と
宋
錫
夏
（
石
南
）

　

九　

朝
鮮
人
類
学
会
、
そ
し
て
大
韓
人
類
学
会
へ

　

一
〇　
「
宋
錫
夏
・
孫
晋
泰
」 

　

一
一　

人
類
学
科
の
始
ま
り
と
終
わ
り

　
　
　
　
　

│
│
「
京
城
大
学
」
か
ら
「
国
立
ソ
ウ
ル
大
学
校
」
へ

Ⅳ　

韓
国
人
類
学
の
な
が
れ

　

一
二　

人
類
学
ア
イ
デ
ィ
ア
の
復
活

　

一
三　

北
朝
鮮
学
界
の
動
向

　
　
　
　
　
　

│
│
「
社
会
主
義
民
俗
学
」
か
ら
「
主
体
思
想
民
俗
学
」
へ

　

一
四　

中
国
東
北
に
お
け
る
朝
鮮
族
の
民
俗
学

　

一
五　

最
近
の
韓
国
人
類
学
の
国
内
に
お
け
る
傾
向

　

一
六　

制
度
的
次
元
で
の
変
化
│
│
学
会
と
学
科

　

一
七　

外
国
の
学
会
に
お
け
る
韓
国
研
究

　

一
八　

人
類
学
的
方
法
と
研
究
の
拡
張

Ⅴ　

韓
国
人
類
学
の
反
省
と
展
望

　

一
九　

既
存
の
「
学
史
」
類
に
対
す
る
意
見

　

二
〇　

韓
国
に
お
い
て
人
類
学
と
は
何
な
の
か
│
│
分
離
か
ら
統
合
へ

　

二
一　

総
括
と
展
望

付
録

　

一　

一
九
世
紀
末
の
欧
米
人
の
韓
国
に
関
す
る
人
類
学
的
研
究

　

二　

著
者
別
論
著
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
一
九
四
六
－
一
九
九
五
年
）

　

三　

ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
韓
国
人
類
学
関
係
の
博
士
論
文
目
録

訳
者
あ
と
が
き
・
解
題

参
考
文
献
／
索
引

関
係
地
図
・
関
係
略
年
表
・
英
文
目
次

●
植
民
地
時
代
・
戦
後
の
混
乱
期
を
含
め
、
描
く
こ
と
の
困
難
な
自
画
像
に
あ
え
て
挑
ん
だ
渾
身
の

著
作
。
丹
念
か
つ
冷
静
な
歴
史
の
発
掘
か
ら
、
人
間
に
対
す
る
真
摯
な
問
い
か
け
が
浮
か
び
上
が
る
。

人
類
学
史
は
人
類
学
を
構
成
し
て
き
た
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
に
対

す
る
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に

お
い
て
客
観
性
と
代
表
性
を
立
証
す
る
基
本
は
、
正
確
で
充
実

し
た
資
料
の
蓄
積
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
正
確
な

事
実
に
基
づ
か
ず
、
基
本
資
料
が
あ
い
ま
い
な
デ
ィ
ス
コ
ー
ス

は
、
学
問
で
は
な
く
、
言
葉
の
遊
戯
に
過
ぎ
な
い
と
言
い
切
っ

て
も
い
い
で
あ
ろ
う
。
…
…

歴
史
に
降
り
そ
そ
い
だ
支
配
と
破
壊
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ

て
基
本
資
料
の
ほ
と
ん
ど
が
隠
滅
さ
れ
た
こ
と
も
確
認
で
き

た
。
ま
た
最
近
発
表
さ
れ
た
韓
国
の
人
類
学
史
に
関
す
る
研
究

の
一
部
に
も
、
意
図
的
な
排
除
の
疑
惑
が
あ
っ
た
と
思
わ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
私
は
経
緯
の
如
何
を
問
わ
ず
、

隠
滅
さ
れ
た
に
違
い
な
い
基
本
資
料
を
求
め
て
古
本
屋
と
図
書

館
を
探
し
回
り
、
非
公
式
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
続
け
て
き
た
。

…
…本

書
の
相
当
部
分
は
、「
日
本
人
類
学
史
」
に
あ
た
る
内
容
構

成
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
き
た

い
と
思
う
。
日
本
に
よ
る
植
民
地
時
代
と
い
う
歴
史
的
特
殊
性

が
、
韓
国
と
韓
国
の
人
類
学
史
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
覆
っ
て
い

る
た
め
、
本
書
で
論
じ
た
多
く
の
部
分
は
「
日
本
人
類
学
史
」

の
延
長
線
上
で
熟
考
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
本
書
を
読
ま
れ
た
日
本
の
読
者
は
、

多
次
元
の
自
省
と
重
層
的
な
他
者
化
（otherizing
）
が
交
差
す

る
過
程
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。
…
…

（「
日
本
語
版
に
よ
せ
て
」
よ
り
）


